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有名な個所ですが「よろづにいみじくとも、色好まざらん男は、いとさうざうしく、玉
の后の当(そこ)なき心地ぞすべき」としづ一文があります。これは兼好法師が理想とす
る男性についていろいろと書いてあるところです。兼好法師は、光源氏、在原業平などを
理想としていたようです。「すべてに素晴らしくても、恋愛の心を解しない男は物足りなし、」、
それを何に例えているかというと「玉の后の当なき心地ぞすべき」としているのです。
この全集の頭注を見てみると「この個所は『文選』を引用している」と書いてあります。
ただ、実際のところ『文選』以外の漢籍の中にもこの個所はあるので、『文選』かどうか分
かりませんが、『文選』の内容を知っているのと知らないのでは、知っていた方が『徒然草』
をより楽しく読めるのではなし、かと思います。中国の漢籍の内容を少しでも知っておくと、
日本文学である『徒然草』もより楽しく、より興味を持って読めるのではなし、かという一
つの例として、今回挙げてみました。
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4 漢文訓読を学ぶということ
最後に本日のテーマで、ある「漢文訓読を学ぶということJについて三つポイントを述べ
ます。
一つ目は「教科書に載らない歴史を学ぶ」です。中国の漢字を日本は文字として受け入
れましたが、現在の教科書で漢文を読むという行為は表舞台にそうそう出る歴史ではない
ような気がします。今の日本の中学校、高校の日本史の教科書で、漢字を読む、漢文を読
むという行為が、中古から近代にEり、根底にあった行為であることは、分かつているよ
うで分かつていないのではなし、かと思います。いろいろ事情はあるのかもしれませんが、
そのような歴史が日本にはあったということを訓点語学は教えてくれます。
二つ目は「漢文を学ぶことは日本文化を学ぶことjです。今の『徒然草』もそうですが、
「日本文学Jには何らかの形で中国の文化と関わっているところがあるのではないでしょ
うか。それは漢文を学ぶ、漢文を読むことから体感できるのではないかと思います。
最後に「日本文化の中に世界が見えるj ということです。これは 2番目の逆で、文学に
限定せずに「文化」と言いましたが、「日本文化」の中には中園、韓国、その他諸外国の何
らかの影響、関係性を感じ取ることのできる場合もあるます。日本文化の中から逆に世界
を見るチャンスも生まれてくるのではなし、かと思います。
最後になりましたが、司1点語学を志す学生にとって小助川先生のもとで勉強できるとい
うことは、本当に恵まれていると思います。また富山という場所は、関東や関西へ調査に
行くときも、時間・費用ともに学生でも参加しやすい環境にあると思います。ぜひ学生の
皆さんには、小助川先生のご指導のもとで司H点語学を精一杯学んで頂きたいと思いますυ
少し時聞をオーバーしてしまいましたが、私の発表はこれで終わります。ありがとうご
ざいました。
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